













われわれは, リボソーム粒子と, rRNA,リボ ソー ム蛋白質のプロトン滴定曲線を測定し,
更にそれぞれにMg2+ ィォンが与える影響を,プロトン差滴定で調べた｡リボ ソー ムは pH6.5







れない ｡ この現象をMg2+ィォンの結合による解離基の pKシフトに由来すると解釈するスキ
ームに沿って解析する｡
ll. 高温高圧下における液体Bi-BiBr3混合系の物性





温高圧領域までの広い密度範囲にわたって測定した｡圧力 1kb温度 1200℃ までの測定には圧













タを用いてOを密度の関数 として求めた, Oから電子による寄与 Oeを見つ もり,電子の飛行




水 野 正 彦
時間変化の速い変数と遅い変数とからなる運動方程式において,粗い時間スケールで同等な
















13. K-ノ､ライ ドにおけるSTEのカスケー ド励起とその緩和
森 信 文
アルカリ/､ライ ド結晶をバンド間励起すると,固有発光 (0-発光,7｢ 発光)が観測され
ることはよく知られている｡これらの固有発光は励起で生じた STE (自縄自縛励起子)の光
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